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今、なぜ山村なのか？
～宮崎県諸塚村の取組と課題

九州山脈中央に位置する旧高千穂郷

人口１,５４２人 ６９２世帯

面積１８,７５９㌶

林野率９５％の山間に８４集落が点在

https://www.vill.morotsuka.miyazaki.jp/



諸塚村の村づくりの特徴は？
林業立村 ～「森林理想郷」を目指す村づくり

明治４０年(１９０７年) 村是で宣言

家族労働による小さな循環型経済が主流

人を育む自然を大事にする ～経済性より社会性を重視

自治公民館制度 ～相互扶助の原則

昭和２３年(１９４８年)～伝統文化と集落を守る

相互扶助の精神が自立を促し、人材を育てる

小規模自治体ならではの産学官民の連携
量を補う、人材の質と連携の組織力と社会運動力

・経済への依存ではなく、人や森林資源など
山村の地域の力を活かす手法を重視



諸塚村産直住宅
FSC®森林認証
FSC®しいたけ

世界農業遺産認定
J-クレジット制度

櫟の森づくりPJ-櫟地蔵
諸塚どんぐり材PJ

森の古民家
エコツーリズム

「やまで学校しよう！」
森のエコスクール

企業との包括連携協定



FSC®森林認証って？

20世紀末に地球規模で環境汚染、地球温暖化、資源
の枯渇等の環境保護の重要性の高まり
⇒循環型社会への転換が世界的な課題と認識

1992年 リオ地球サミット
～環境マネジメントシステムISO14000ができる

1993年 カナダ大会
FSCⓇ(Forest Stewardship Council 森林管理協議会)

★木材の環境ブランド化
2004年諸塚村は日本で初めての
村ぐるみでの取得に成功
「森林認証の村」



世界農業遺産に認定 2015.12



インターンシップの内容は？

●ミッション：アクティブラーニング
・正解のない課題に取り組むことで、多様な中山間
地域の課題に主体的・協働的に問題を発見し、解決
能力を持つ人材を育成し、関係人口形成につなげる
・正しい答えを導くのでなく、答えにたどり着くま
での過程（プロセス）を重視し、地域住民に対し、
机上の「絵に描いた餅」ではなく、実践に即した
「使える対策」を求める

●従来の事業＝正解、解答のある課題に取組み
知識や技能を得る



社会的課題をベースにする
「世界の目標を行動指針に」

持続可能な開発目標ＳＤＧｓ

（Sustainable Development Goals）

ＥＳＧ課題を考慮した対応

[環境(Environment)・社会(Social)・ガバナ
ンス(Governance)]

地域や企業の課題を解決する手法には
社会的な指針の活用が有効



コース

①ＦＳＣ林業を極めるコース（林業ビジネス）

②ＦＳＣ椎茸生産コース（特用林産ビジネス）

③立体園芸・高冷地農業コース（農業ビジネス）

④中山間型畜産コース（畜産ビジネス）

⑤食×農6次産業コース（地域資源活用ビジネス）

⑥地域おこし農林業政策コース（地域振興事業）

農林業ビジネスインターンシップ



課題設定例：人口減少対策

【小人力】

少ない人口でも、質や連携強化で対応できる

人づくりの重要性

～個の役割を明確にし、目指す方向の認識を共有

★人財の量より質を重視

★組織論、運動論による解決を図る

日本全国で超高齢化、人口減少が進む
⇒自治体としてなすべき課題は、人口増加策か？


